16. Cyelosa hmdana が os! a) 

( が） 

シマゴミグモ 

17. Cyelosa moniicola Boes. et 資 (:• 

キジ 0 ゴミグモ 

16. Cyelosa octot れ heretdetta Karsoh 

ゴミグモ 

19. Cyrtaraclme info (Bees, et St.) 

トリノフンダマシ 

20. Gasteracantha kuMii 1 去 Koch 

トゲダモ 

2h Leucauge hlanda ル松で h) 

シロカネグモ 

22. Nephila clava'a Kcch 

ザ 3 ラウグモ 

VII タナダモ科 

AGELENIDAE 

23. Agelena opulenta, L. Koch 

コクサグモ 

24. Baiisaia nipponica, Uyemura 

々チドキグモ 

VIII ネシダグモ科 

PISAUKIDAE 

25. D<domedm m[f%crexu Ij, Kocli 

イワウイロハシリグモ 

IX シボダモ巧 

CTENIDAE 

26. Anahiia fauna Karsch 

シボダモ 

X カニダモ巧 

■THOMISIDAE 

27. 0 たが ate siriatipes L. Koch 

ワカバグモ 

28* ThomUt は albua (Gmeliii) 

アヴチグモ 

29* Xystiem epUippiatus Simon 

ャミイロカニグモ 

XI ハへトリダモ科 

ATTIDAE 

30. Harmoehirns brachiahes (Thorell) 

ウテ•ブトハへトリ 

31. Hasarhts deenitzi Karsch 

デ ーニ ッッ ハへ 卜 9 

32. Hylius lamperii Bocs. et St. 

ランペルトハへ卜 9 

33, Menmerus confustis Ik が.が Si;* 

ハへト リダモ 


水やに潜る觀蛛 


ホ年2巧ムサンノ自がが宛貪で小巧急沿線お巧登戶へ探藥にけった時，關日英:一をと2 
人で水中へ慾る婉錄のもることを發るした 0 それは‘水田ろ畔をホいてけくと水擦のを 
閒から多數の蜘蛛。地て來て水廚を疾走し，賴の巧昧じぶ會ふとそれを傳って水中へ巧 
じをを沒するのでもる0轉計を ffl して潜水時間を調べてゐると，第1固は約4みして化 
て來た〇これを再び俸の先で追っかけてやると又同樣にして水中へ沒したる；，2回目は 
の3分にして化て來た〇水中にもる時の麥勢は巧を—ドに稻の切睐の底潔く衝こ袍きっい 
てゐる。この時被をの間にはを氣力:が:たれてゐる—のでをく光っで其*える0この蜘蛛け補 
ヘィ 謂べ ザ* みす’ 粹—栗キク.グキドク グモ ふがぐり 城 pseudoannnlata (技 ce 巧 cberg が Strand) 
であることがわかった0同じ場所にやはり水面を巧龙ずることの得意なハンリグモ類ろ; 
たくさんゐたが，それらはいくらおっかけられても水中へ溝らうとはしなかった0 

(種巧がホ） 



